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※休診日は日曜・祭日・年末年始
夏休み（８月で一ヶ月前から掲示）です。

新小岩診療所・診療案内
江戸川区松島4-27-2 電話０３－３６５１－２９４４

葛西みなみ診療所・診療案内
江戸川区南葛西2-12-1 かさい保健医療福祉ビル２Ｆ 電話０３－５６７９－７１４４

一之江内科クリニック・診療案内

江戸川区一之江3-2-35 一之江ＴＩＡビル２Ｆ 電話０３－３６５６－６６８８

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～12時30分

松村所長 和泉祐一 松村所長

注②
診療受付
10:30～
12:30

内科診療

関口康宣

第1.3.5
松村所長
第2.4

工藤恵子

午後
14時～16時30分

注①
予約外来
松村所長

注①
予約外来
松村所長

休診
（訪問診察）

注①
予約外来
松村所長

当面休診 休診

夜間
18時～19時30分

休診 松村所長 休診 松村所長 休診 休診

受付時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～

12時30分

田村倫朗
(内科)

田村倫朗
(内科)

佐藤 望
(内科・神経内科) 田村倫朗

(健康診断)

田村倫朗

(内科)
恩田圭司
(整形外科)

吉川俊治
第1.3(内科)
江花有亮

第2.4.5(内科)

午後
14時～16時

田村倫朗
(内科)
福島 琢
(訪問診療)

外来休診

田村倫朗
(訪問診療)

大内修司
(内科・糖尿病)

佐野裕之
(訪問診療)

田村倫朗
(内科)

外来休診

休診田村倫朗
(訪問診療)

夜間
18時～20時

休診
田村倫朗
(内科)

大倉哲朗
(内科外科)

休診
田村倫朗
(内科)

休診

安心して住みつづけられるまちづくりをめざして

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～12時

高野所長 高野所長 高野所長 高野所長 松村 元田

午後
14時～17時

高野所長 高野所長
訪問診療

高野所長
訪問診療

休診
高野 小川

夜間
17時～18時30分

休診 高野所長 休診 高野所長 休診 休診

セブンイレブン

釣
具
上
州
屋

←公園

葛
西
み
な
み
高
校
入
口

環
七
通
り

↑

バスターミナル

平
和
橋
通
り

新
小
岩

一
丁
目

バ
ス
停

ル
ミ
エ
ー
ル
商
店
街

松島通り

浦安方面→

市川方面→

11
月
13
～
14
日
江
戸
川
健
康

友
の
会
は
、
恒
例
の
秋
の

一
拍

旅
行
、
群
馬
の
水
上
温
泉
へ
、

「
諏
訪
峡

の
紅
葉

・
リ
ン
ゴ
狩

り
バ
ス
の
旅
」
を
行
い
ま
し
た
。

中
高
年
総
勢
37
人
の
参
加
で
す
。

そ
の
日
は
雲

一
つ
な
い
穏
や

か
な
秋
晴
れ
、
絶
好
の
行
楽
日

和
、
晴
れ
男
晴
れ
女
が
多
か

っ

た
よ
う
で
す
。

バ
ス
は
赤
城
山
の
す
そ
野
の

広
々
と
し
た
、
こ
ん
に
ゃ
く
畑

や
ネ
ギ
畑
を
車
窓
に
見
て
、
原

田
農
園
へ
到
着
。
そ
こ
で
山
菜

三
昧
の
昼
食
を
と
り
、
そ
こ
に

広
が
る
東
京
ド
ー
ム
約
70
個
分

の
広
さ
の

「匠
の
里
」
を
散
策
、

陶
芸
、
木
工
、
竹
細
工
、
ガ
ラ

ス
細
工
と
様
々
な
手
作
り
の
工

房
が
あ
り
、
ま
さ
に
匠
の
技
が

見
れ
ま
し
た
。
次
に
寄

っ
た
の

は
、
「
月
夜
野
び
ー
ど
ろ
パ
ー

ク
」
、
そ
の
美
し
い
グ
ラ
ス
ア
ー

ト
は
ど
れ
も
人
々
を
魅
了
す
る

も
の
ば
か
り
で
し
た
。
私
も
リ
ー

ズ
ナ
ブ
ル
な
グ
ラ
ス
二
個
を
土

産
に
買
い
ま
し
た
。
今
度
来
る

と
き
は
、
く
る
く
る
と
回
し
て

自
作
品
を
と
思
い
ま
し
た
。

そ
こ
か
ら
バ
ス
は
、

一
路
水

上
温
泉
ホ
テ
ル
聚
楽
へ
。
ま
ず

は
ゆ
っ
た
り
と
温
泉
に
つ
か
り

汗
を
流
し
て
か
ら
、
お
待
ち
か

ね
の
夕
食
と
宴
会
で
す
。
宴
会

で
は
渡
部
周
次
郎
さ
ん
の
尺
八

の
演
奏
と
民
謡
、
そ
し
て
西
村

と
も
み
さ
ん
に
よ
る
み
ご
と
な

南
京
玉
簾
を
披
露
し
て
頂
き
ま

し
た
。
そ
し
て
皆
で
楽
し
く
炭

鉱
節
を
踊
り
カ
ラ
オ
ケ
で
無
事

終
了
し
ま
し
た
。

次
の
日
は
、
も
み
じ
狩
り
か

ら
で
す
。
諏
方
峡
は
水
上
渓
谷

の
下
流
に
あ
る
水
上
温
泉
を
代

表
す
る
景
勝
地
で
、
渓
谷
に
沿
っ

て
遊
歩
道
が
整
備
さ
れ
て
い
て

手
軽
に
紅
葉
を
楽
し
む
事
が
出

来
ま
し
た
。

ま
る
ひ
ろ
農
園
で
は
蜜
入
り

の
甘
い
リ
ン
ゴ
を
腹
い
っ
ぱ
い

食
べ
、
大
き
な
り
ん
ご
3
個
を

土
産
に
も
ら
い
ま
し
た
。
最
後

は
冬
季
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と

5
月
こ
ろ
の
壮
麗
な
藤
棚
で
有

名
な
足
利
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
で

の
昼
食
と
お
土
産
を
買
っ
て
帰

路
に
つ
き
ま
し
た
。

国
定
忠
治
、
そ
し
て
か
か
あ

天
下
と
空
っ
風
し
か
知
ら
な
か
っ

た
私
は
、
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
バ
ス

ガ
イ
ド
さ
ん
の
説
明
に
大
い
に

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

（久
高
美
枝
子
）

᷾
４
、
５
面
に
続
く

注① 月・火・木の午後は予約外来となっていますが、ご予約のない方も受診
いただけます。（予約優先）

注② 木曜日9:00～10:30は健康診断専用時間です。

内科受診の希望者は10:30～12:30の間にお越しください。

あざやかな紅葉の前で（カラーでお見せできないのが残念です）

水
上
温
泉
へ

友
の
会
旅
行

パーマ→

葛西駅

か
さ
い
保
健
医
療
福
祉
ビ
ル
２
Ｆ

葛
西
み
な
み
診
療
所
劀

新
小
岩
診
療
所

交
番

環
七
通
り

一之江ＴＩＡビル２Ｆ

一之江内科クリニック
↓

今
井
街道

本八幡方面→

ローソン↓

新小岩駅

一之江駅
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東
京
大
気
汚
染
公
害
裁
判

か
ら
９
年
目

東
京
の
大
気
汚
染
公
害
被
害

者〚

（ぜ
ん
息

・
慢
性
気
管
支

炎

・
肺
気
腫
）
が
、
大
気
汚
染

を
な
く
し
、
損
害
賠
償
と
被
害

者
の
全
面
救
済
を
求
め
た
裁
判

を

11
年
間
た
た
か
い
、
東
京
高

裁
で
勝
利
的
和
解
を
し
て
か
ら

９
年
が
経
ち
ま
し
た
。

国
に
制
度
を
作
ら
せ
る
こ
と

が

で
き

ま

せ
ん

で
し

た
が

、

国

・
都

・
自
動
車
メ
ー
カ
ー

・

道
路
公
団
に
資
金
拠
出
さ
せ
、

年
齢
制
限
な
く
東
京
全
域
の
ぜ

ん
息
患
者
の
医
療
費
自
己
負
担

な
し
の

「東
京
都
大
気
汚
染
医

療
費
助
成
制
度
」
を
作
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
道
路

公
害
を
な
く
す
た
め
の
定
期
協

議
を
患
者
と
国

・
都

・
道
路
公

団
で
行
う
こ
と
、
Ｐ
Ｍ
2.5

の
基

準
を
作
ら
せ
る
こ
と
を
国
に
約

束
さ
せ
ま
し
た
。
こ

の
裁
判

は
、
公
害
認
定
患
者
と

補
償
の
な
い
患
者
が
、

「東
京
に
あ
お
ぞ
ら
を
」

と
訴
え

一
緒
に
た
た
か

い
、
多
く
の
方
の
支
援

で
勝
利
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

メ
ー
カ
ー
の
環
境
に

対
す

る
姿

勢

は

変

わ
っ
た
の
か

排
気
ガ
ス
公
害
を
訴

え
裁
判
を
闘
う
ま
で
は
、
自
動

車
メ
ー
カ
ー
は

「低
燃
費
」
を

売
り
物
に
し

た
デ

ィ
ー
ゼ
ル

カ
ー
を
売
り
ま
く
り
、
利
益
を

上
げ
て
い
ま
し
た
。
市
民
の
健

康
問
題
な
ど
を
考
慮
し
た
排
ガ

ス
対
策
な
ど
考
え
て
お
ら
ず
、

規
制
さ
れ
る
ま
で
は
空
が
曇
る

ほ
ど
の
排
煙
を
出
し
続
け
た
鉄

鋼

・
電
気
産
業
の
姿
勢
と
同
じ

で
す
。

い
ま
、
低
燃
費
の
ク
リ
ー
ン

デ

ィ
ー
ゼ
ル
自
動
車
が
人
気
で

す
。
し
か
し
、
排
ガ
ス
処
理
装

置
や

エ
ン
ジ

ン
保
護

の
名
目

で
、
規
制
値
を
超
え
る
排
ガ
ス

を
出
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
て
い
ま
す
。

新
規
の
認
定
打
ち
切
り
で
子

ど
も
の
認
定
患
者
が
減
少

い
ま
、
全
国
に
ぜ
ん
息
な
ど
の

患
者
は
２
０
０
万
人
以
上
い
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
東
京
で

は
昨
年
３
月
で
18
才
以
上
の
新

規
認
定
が
打
ち
切
ら
れ
、
ピ
ー

ク
で
９
万
人
の
認
定
患
者
が

8

万
５
千
人
に
減

っ
て
き
て
い
ま

す
。
し
か
も
子
ど
も
た
ち
は
、

18
才
を
過
ぎ
る
と
認
定
が
切
ら

れ
て
し
ま
い
、
毎
月
１
０
０
人

か
ら
２
０
０
人
の
減
少
を
続
け

て
い
ま
す
。
都
の
制
度
改
悪
が

決
ま

っ
て
か
ら
、
患
者
会
は
医

療

機
関
や
薬
局
の
協
力

を
得

て
、
認
定
申
請
を
呼
び
か
け
る

運
動
に
取
り
組
み
、
そ
の
か
い

も
あ
り
、
昨
年
３
月
末
の
締
め

切
り
に
間
に
合

っ
た
方
が
約
７

０
０
人
に
上
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
そ
の
後
も
申
請
ポ
ス
タ
ー

を
見
た
人
か
ら

「
ど
う
に
か
な

ら
な
い
か
」
と
い
う
電
話
が
あ

り
、
高
額
の
医
療
費
に
苦
し
む

多
く
の
人
が
い
ま
す
。

す
べ
て
の
公
害
患
者
の
救
済
を

医
療
費
助
成
求
め
て
署
名
運
動

国
は
１
９
８
８
年

「
大
気
汚

染

公
害
は
終
わ

っ
た
」
と
し

て
、
公
害
健
康
被
害
補
償
の
指

定
地
域
解
除

（新
規
認
定
打
ち

切
り
）
を
行
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
自
動
車
排
ガ
ス
に
よ
る
被

害
は
終
わ
る
こ
と
な
く
、
今
な

お

患
者
は
増
え
続
け
て

い
ま

す
。大

気
汚
染
訴
訟
で
被
害
が
認

め
ら
れ
た
川
崎
市
や
東
京
都
の

ぜ
ん
息
患
者
に
医
療
費
助
成
制

度
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
医
療

費
助
成
に
よ
り
症
状
が
改
善

し
、
社
会
生
活
が
取
り
戻
せ
た

患
者
が
約
10
万
人
に
達
し
ま
し

た
が
、
東
京
都
は
財
源
を
理
由

に
２
０
１
５
年
３
月
新
規
認
定

を
終
了
さ
せ
ま
し
た
。

全
国
公
害
患
者
の
会
連
合
会

は
、
自
動
車
排
ガ
ス
に
よ
る
大

気
汚
染
の
根
本
的
な
原
因
は
、

国
の
規
制
が
遅
れ
た
こ
と
に
あ

る
、
と
し
て

「大
気
汚
染
に
よ

る
ぜ
ん
息
等
の
患
者
の
医
療
費

助
成
」
を
求
め
る
署
名
運
動
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

衆

・
参
両
院
議
長
宛
の
請
願

内
容
は
、
①
ぜ
ん
息

・
慢
性
気

管
支
炎

・
肺
気
腫
に
苦
し
む
、

い
ま
だ
に
救
済
を
受
け
て
い
な

い
患
者
の
た
め
に
、
大
気
汚
染

医
療
費
助
成
制
度
を
創
設
す
る

こ
と
②
自
動
車
排
ガ
ス
に
よ
る

大
気
汚
染
の
改
善
、
と
り
わ
け

Ｐ
Ｍ
2.5

の
測
定
と
対
策
を
早
急

に
取
り
組
む
こ
と
の
二
項
目
と

な
っ
て
い
ま
す
。

（黒
木
武
義
）

２７

どこの処方箋でもお受けいたします

なぎさ薬局では、おくすり手帳をお渡しして

おります。みなさんが飲んだり、使ったりしてい

るお薬の記録を残すためのものです。この手

帳があれば、

◆医師・薬剤師が、どのような薬をどのくらいの

期間使用しているかを知ることができます。

◆医師・薬剤師が、同じ薬が重なっていないか、

よくない飲み合わせではないかをチェックで

きます。おくすり手帳は、

お薬を有効に、安全に使用

していただく手助けにな

るのです。

なぎさ薬局
T E L0 3 - 56 7 9 - 71 3 7／ FA X 03 - 5 67 9 - 7 13 8

Ｑ：薬はいつまで使えますか？

Ａ：病院で処方する薬は、現在の症状や病気の状態に合わ

せ、個人用に考えられています。「似たような症状だ

から飲んでも大丈夫」というわけにはいきません。で

きるだけ、その時に飲みきってください。

また 、病気が治 ったり薬が変 更になった りして、

薬が余ることがあります。新しい薬と間違って服用

したり、子どもが誤って飲んだりすると大変危険で

す。早めに処分しましょう。

一方、市販薬の保存期間は６カ月～３年。多くの

場 合、外 箱に 使用 期限が 記載 され てい ます。 しか

し、これは未開封の状態で適正に保管された場合で

す。一度開封すると変質することがあるので、開封

して半年が過ぎたら使用しない方が良いでしょう。

Ｑ：目薬はいつまで使ってよいでしょうか？保存方法は？

Ａ ：医療用目薬は、使用期限が記載されています。しか

し、市販薬と同様に、未開封が条件です。一度開封し

た目薬は、１カ月で使い切るか、余ったものは処分す

るとよいでしょう。なお、ほとんどの医療用目薬は、

１日２回使用して１本を１カ月で使い切るよう調整さ

れています。

市販の目薬は、３カ月で使い切るか、余ったもの

は処分することをお勧めします。

医療用も市販品も、使用するときは目薬の先端部

分に触れ ないようにしてくだ さい。触れた部分 が、

ばい菌で汚染される可能性があります。使用前には

必ず、目薬の色の変化や浮遊物などに注意してくだ

さい。

保存方法は目薬によって異なりますが、通常は光

が当たらない所に、室温（１～３０度）で保存して

ください。冷蔵庫に保管すればよいでしょう。ただ

し冷 蔵庫 の場合 は、凍 らせ ないよ うにし てく ださ

い。送風口の近くに置くのは避けた方が良いでしょ

う。

まとめ

・薬の使用期限は、未開封の状態での期限です。

・医療機関で処方された薬は、その時に使い切るか、余っ

た場合は、処分しましょう。

・市販薬は、開封後半年を目途に処分しましょう。

・湿気・温度・光に弱いものが多いので、保管には十分に

気をつけましょう。

・困ったときは、薬剤師に相談してください。

機関誌「いつでも元気」より転載

編
集
後
記

12
月
号
の

「
友
の
会
だ
よ
り
」
を
作
っ

て
い
て
、
も
う
今
年
も
お
わ
り
か
～
と

思
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

一
年
が
早
い
と

感
じ
る

「ジ
ャ
ネ
の
法
則
」
、
時
間
の

長
さ
は
年
齢
に
反
比
例
す
る
と
い
う
心

理
学
で
す
が
、
同
感
の
方
も
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
▼
ま
た
新
鮮
な
体

験
が
少
な
い
と
時
間
が
は
や
く
感
じ
る

と
か
。
心
拍
数
の
多
い
子
ど
も
は
１
分

を
５
分
と
感
じ
、
70
代
以
上
は

10
分

を
５
分
と
感
じ
て
し
ま
う
と
い
う
と
い

う
実
験
も
あ
る
そ
う
で
す
▼
過
去
を
振

り
返

っ
た
時
の
感
じ
方
な
の
で
、

一

日
、

一
週
間
、
ひ
と
月
の
ル
ー
テ
ィ
ー

ン
で
生
活
し
て
い
る
と
記
憶
の
上
書
き

が
さ
れ
短
く
感
じ
て
し
ま
う
と
い
う
の

は
納
得
で
す
。
ま
さ
し
く
私
の
生
活
パ

タ
ー
ン
で
す
▼
で
も
好
き
な
こ
と
に
夢

中
に
な

っ
て
い
る
と
時
間
が
短
く
感

じ
、
辛
く
て
い
や
な
こ
と
を
し
て
い
る

時
は
時
間
が
長
く
感
じ
ま
す
よ
ね
。
だ

か
ら
楽
し
い

一
年
だ

っ
た
と
思
う
こ
と

に
し
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
は
ど
ん
な

一

年
で
し
た
か
？

（森
岡
）

役立つ健康メモ 45 薬の話⑬

薬の使用期限

す
べ
て
の
公
害
患
者
救
済
を

署
名
運
動
を
広
げ
ま
し
ょ
う

江戸川健康友の会は、11月17日、江戸川大気
汚染をなくす会と共に区内の労組・民主団体

に署名促進の協力要請行動を行いました。
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友
の
会
広
場

俳
句

・
川
柳
な
ど
作
品

の
寄
稿
は
毎
月
20
日
ま
で

に
Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
で
お
届
け

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

友
の
会
だ
よ
り
編
集
部

▼

俳
句

江

戸
川

長
沢

常

良

星

一
つ
関
東

平
野
冬

に
入

る

秋

寒

の

い

っ
き
に
来

た
り

下
今

井

日

の
丸

の
小

旗
が
バ

ス
に
文
化

の
日

西

一
之

江

永

井

嶽

夕

照

に
墳
墓

の
影
や
冬

に
入
る

せ
き
し
ょ
う

潮

流

の
渦

の
遠
き
に
枯
木

立

つ

年

の
果

長
き

を
謝
し

て
筆

を
擱

く

は
て

お

三
郷
市

石
塚

ふ
さ

子

こ
お
ろ

ぎ

の
鳴
く
裏

道
や

風
呂

帰
り

数

し
れ

ぬ
柿

の
重
さ

や
青

い
空

壮

大
に
沈
む

太
陽
茜

雲

▼
川
柳

清

新

町

石

川

優

不
満

な
ら
ど

う
ぞ

米
軍

お
帰
り
を

惜
敗

で
ご
ね

る

つ
も
り

が
勝

っ
ち

ゃ
た

温
暖

化
秋
痩

せ
細

る

四
季

の
国

南

葛

西

小

宮
山
鑑

二

鬼
十

訓
美

人

を
殺

す
お
前
オ

ニ

Ｔ
Ｐ

Ｐ
ト
ラ

ン
プ

反
対

何
故
急

ぐ

東

葛

西

新

真

世
界
に
名
立
た
る
ト
ラ
ン
プ

へ
安
倍
ん
ち
ゃ
ら

年
賀

状

「
し

か
け

」
ば

か
り
で
暮
れ

残
る

横
田
に
オ
ス
プ
レ
イ
は
い
ら
な
い

ー
11
・
23
大
集
会
に
参
加
し
て
ー

二
之
江

小
林

功

「
オ

ス
プ
レ
イ
を
東
京

・
横
田
に

配
備
さ
せ
な
い
」
を
掲
げ
た

11
・
23

大
集
会
に
行

っ
て
き
た
。
遠
く
に
奥

多
摩
の
山
々
が
見
え
る
福
生
の
奥
多

摩
中
央
公
園
。
ひ
ろ
び
ろ
し
た
会
場

に
は
５
千
人
が
集
ま
っ
た
。

横
田
基
地
は
米
空
軍
と
航
空
自
衛

隊
が
共
同
使
用
し
て
い
る
。
周
辺
に

は
51
万
人
が
住
み
、
３
キ
ロ
以
内
に

小

・
中

・
高
校
が

35
校
、
90
以
上
の

公
共
施
設
が
あ
る
。
基
地
公
害
訴
訟

団
体
代
表
の
話
で
は

「
米
軍
機
の
飛

行
回
数
は
年
間
１
万
５
千
回
、
１
時

間
に

20

回
飛
行
も
常
態
化
し
て
い

る
」
と
い
う
。
日
夜
爆
音
が
襲
い
か

か
り
、
教
育

・
医
療

・
日
常
生
活
の

環
境
が
破
壊
さ
れ
て
い
る
の
は
耐
え

難
い
の
も
の
に
違
い
な
い
。
か
つ
て

は
墜
落
事
故
も
あ
り
、
今
も
恐
怖
に

さ
ら
さ
れ
て
い
る
。
オ
ス
プ
レ
イ
配

備
な
ど
言
語
道
断
だ
。

参
議
院
議
員
の
小
池
晃
さ
ん
は

「
オ
ス
プ
レ
イ
の
横
田
配
備
は
沖
縄

そ
の
他
の
米
軍
基
地
の
機
能
強
化
と

一
体
の
も
の
で
あ
り
、
首
都
東
京
に

特
殊
作
戦
の

一
大
拠
点
が
お
か
れ
る

こ
と
に
な
る
」
と
配
備
の
狙
い
を
指

摘
し
た
。

オ
ス
プ
レ
イ
問
題
を
抱
え
る
長
野

や
千
葉
か
ら
の
発
言
も
あ
り
、
集
会

後
は
ア
ピ
ー
ル
行
進
。
「
日
本

の
ど

こ
に
も
、
横
田
に
も
オ
ス
プ
レ
イ
は

い
ら
な
い
！
」
の
コ
ー
ル
で
約
１
時

間
街
中
を
行
進
し
た
。
基
地
の
塀
に

対
面
し
て
店
が
並
ん
で
い
た
が
、
看

板
は
す
べ
て
英
語
で
建
物
も
色
彩
も

ま
る
で
ア
メ
リ
カ
だ

っ
た
。
60

年

代
、
横
田
基
地
を
包
囲
し
た

10
万
人

集
会
を
思
い
出
し
て
い
た
。

⃌
短
歌

西
瑞

江

豊

田

育
子

江
戸

名
所

広
重

の
図
絵

に
重

ね

み
る

永
代

橋

の
ゆ
る

き
曲
線

競
り
売

り

の
呼
び

合
う
声

の
築
地
な

る
昼

の
魚

河
岸

し
づ
ま

り
て

を
り

に
ん
げ
ん

の
描
き

始
め

は

い

つ
の
世

か

こ

の
洞
窟

に

マ
ン
モ

ス
の
か
た

ち

二
世

帯

の
棲

み
處

に
わ

れ
を

救
ふ
も

の
狼

真
似

る
子

の
叫
び

声

エッセイ

「戦争させない！江戸川総がかり行動実行委員会」主

催の集会が、11 月 13 日、船堀スポーツ公園で開か

れ、２００人を越える市民が参加しました。

集会では、「戦争させない江戸川の会」「フェイス

ブック憲法九条の会」「清新町九条の会」などからの発

言。どの団体からも、実質的には内戦状態の南スーダ

ンへ駆け付け警護という新任務を付与し、自衛隊を派

遣することは、平和憲法を根底から壊すものであると

いう発言が続きました。

集会の後、船堀小前までパレード。「戦争禁じる憲法

守れ！」「南スーダン戦場だ！」「送るな自衛隊戦場

に！」「野党は共闘！」「市民は共闘！」とコールして

街の人々に訴えました。

最後に船堀駅前で市民と野党共同の街頭演説が開か

れました。共産党からは宮本徹衆院議員、都議会議

員、区議会議員団、民進党からは初鹿明博衆院議員、

生活者ネットから区議会議員、「解釈で憲法９条壊す

な！実行委員会」や元江戸川区労協議長からの訴え、

自由党や社民党からはメッセージが寄せられました。

今、南スーダンはＰＫＯ派遣の前提となる「停戦合

意」が崩れた、まさに戦闘現場。政府は「首都は平

穏」「戦闘でなく衝突だ」「安全」というけれども、ど

こで銃撃されるかわからない状況だそうです。訴えを

聴けば聴くほど、自衛隊員を危険にさらす危機感をい

だきました。

11・13 江戸川集会には、区内で行動している市民や

団体が多数参加し、市民と野党の共闘の前進を実感し

た集会でした。

11 月 16 日に内閣は「駆け付け警護」の任務の付与

を閣議決定しました。自衛隊が戦地で「殺したり殺さ

れたり」する事態とならないよう、閣議決定を撤回

し、南スーダンから自衛隊を撤退させるために、市民

と野党の共闘をさらに大きくしていかねばと思いまし

た。

自衛隊を南スーダンの戦場に送るな

戦争法廃止 憲法を壊すな

11⊡13 江戸川集会に参加
清新町 山口 とよ子

街の人に訴えながらパレード

江
戸
川
健
康
友

の
会

は
、
10
月
か
ら

「仲
間
づ

く
り
月
間
」
を
設
け
て
、

会
員
を
ふ
や
す
活
動
に
と

り
く
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
に
目
標
の
30
％
ま

で
到
達
し
て
い
ま
す
が
、

12
月
末
の
期
限
ま
で
に
は

目
標
達
成
し
よ
う
と
、
幹

事
会
を
中
心
に
と
り
く
み

を
強
め
て
い
ま
す
。

と
く
に
、
毎
週
開
催
し

て
い
る
食
事
会
や
着
物
リ

メ
イ
ク
、
健
康
体
操
、
小

物
づ
く
り
な
ど
の
サ
ー
ク

ル
活
動
へ
の
参
加
を
呼
び

か
け
て
入
会
者
を
ふ
や
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
日
頃

か
ら
連
携
し
て
い
る
区
内

三
ヶ
所
の
診
療
所

（葛
西

み
な
み
、
新
小
岩
、

一
之

江
）
の
待
合
室
で
、
「友

の
会
の
入
会
案
内
」
を
訪

れ
る
患
者
さ
ん
に
渡
し
な

が
ら
、
各
種
の
署
名
の
お

願
い
や
入
会
を
呼
び
か
け

て
い
ま
す
。

11
月
４
日
に
は
、
大
工

さ
ん
や
左
官
な
ど
の
職
人

の
組
合
、
東
京
土
建
江
戸

川
支
部
の
執
行
委
員
会
で

健
康
友
の
会
に
つ
い
て
説

明
し
、
「仲
間
づ
く
り
月

間
」
へ
の
協
力
を
訴
え
た

と
こ
ろ
、
２
人
の
方
が
入

会
さ
れ
ま
し
た
。

サ
ー
ク
ル
活
動
で
増
え
る
会
員

「
仲
間
づ
く
り
月
間
」
目
標
へ
向
け
て手芸サークルの作品を飾りつけた入会案内

コーナーで、患者さんへ声かけをする友の

会幹事（葛西みなみ診療所待合室で）

横文字が続く

街中を行進
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楽しく歌って

元気になろう

12・24クリスマス

うたごえ喫茶

会費500円
●毎月第４土曜日

14時～16時

●葛西みなみ診療所

５階ホール

うたごえ喫茶

いつまでも自分の

足で歩くために

12月6日‣13日のみ

1月17日‣24日のみ

●毎週 火曜日

●13時30分～15時

●葛西みなみ診療所

５階ホール

健康体操教室

●毎月 第３土曜日

●葛西駅

地下鉄博物館前集合

９:30集合出発

●コースは、参加者

の希望で決めてい

ます。雨天中止。

直接集合場所へ。

楽しく元気になれ

るあなたの居場所

●毎週月曜日

新年は1月16日～

●食事代

コーヒー付600円

●葛西みなみ診療所

５階ホール

楽しく
歌いましょう

●12月16日（金）

13時～16時

●会費：900円

●「居酒屋こうし」

●申込み：

℡.03-3651-2944

囲碁 ・将 棋 クラ ブ 健康づくりウォーキングアミティエ
コカ リ ナ
サ ーク ル

木の音色を

奏でませんか

●第１・３木曜日

10時～12時

●葛西みなみ診療所

５階ホール

●入会、見学いつで

も。直接会場へ。

●毎週 金曜日

14時～16時

●新小岩診療所

３Ｆ会議室

●参加無料です。

みなさんの参

加をお待ちし

ております。

〝紺
青

（
こ
ん

じ

ょ

う

）

の

遠

山

脈

（
と

お

や
ま

な

み

）

の

裾

野

原

（
す

そ

の
は
ら

）

…
ほ

の

ぼ

の
明

く

る
故
郷

の
…

〟
。
故
郷

、
岩

手

県

胆

沢
郡

（
現

奥

州

市

）
小

山

（
お

や
ま
）
中

学
校

の
校
歌
だ

。
山
あ

り

川
あ

り

、

田
ん

ぼ

が

広
が

る
田
舎

、

夕
陽
に
照
ら

さ
れ

た
赤
紫

色

の
西
山

（
奥
羽
山
脈

）
、
隣

の
水

沢
江
刺

の
町

に
は
北

上
川

。

小

学
校

の
時

は
図
書
館

の
本
が

嬉

し

か

っ
た

。
家

に
は
本
が

な

か

っ
た

か
ら

。
頭

の
し
ら

み
対
策

で
、
学
校

に
手

拭

い
を

持
参

し
、
顔
を

覆

っ
て
先
生

が

頭

に

Ｄ
Ｄ
Ｔ

を

振

り

ま
く

。

（
今

で
は
考

え
ら

れ

な
い
が

…
）

そ

の
ま

ま

手

ぬ

ぐ

い

を

か

ぶ

っ
て

勉
強

し

た

。
六
年
生

の
時
、
学
年

で
タ

イ
ム

カ
プ

セ
ル
を

埋
め
た

。
今
だ

に
そ

の

ま
ま

で
と

て
も

気
に
な

っ
て

い
る
。

も

う
亡

く

な

っ
て

い

る

友

人
も

い

る
。中

学

で
牛
乳
給
食

。
ビ

ン
の
底

に

残

っ
た

の
を

顔

に
塗

っ
て
、

肌
に
良

い
と
級
友
女

子
と

や

っ
て

い
た
。
牛

乳
を

持

ち

帰

り
、
タ
バ

コ
畑

の
母
と

半

分

こ

し

て

飲

ん

だ

の

も

思

い
出

す

。中

学

三
年

、
私

は
上

の
学
校
に
行

き

た

か

っ
た

が

、

叔

母

と

同

級

生

で

、
「
嫁

の
子
だ

け
行

か
せ

ら

れ

な

い
」
と

言
わ
れ

る
。
事
情
を

分
か

っ

て

い
る
先

生
が

、
「
九

段
坂

病
院

の

看
護

助

手
と

し

て
働
き

な
が

ら
高
校

に

行

け

る
。

友

達

も

行

く

か

ら

優

子
、
お

前
も

行
く

か
」
。
「
ウ

ン
、
行

く

」
、
高

校

に
行

き

た

か

っ
た
私

は

「
即
答

」
し
た

。
受

験

に
は
父

親
が

一
緒

に
行

っ
て
く

れ

た

。
文
学

少
女

で
お

と

な
し

か

っ
た
私

は
上
京

し

て

働
き

、
責
任
感

と
と
も

に
解
放
感
も

味

わ

っ
た

。
時

に

は

故

郷

の

母

を

想

っ
て
、
屋
上

で
岩

手

の
方
を

な
が

め

た

り
し
た

。

15
の

春

、

故

郷

を

追

わ
れ

た

わ

け

で
は
な
い
が

、
自

分

で
思

い
、
決

め

て

出

た

の

だ

。

冬

の

雪

渡

り

、

降

っ
て
も
照

っ
て
も

３
キ

ロ
を
自

転

車

で
通

っ
た
中

学
校

。
あ
ま

り
空
が

き

れ

い

で

自

転

車

ご

と

小

川

に

は

ま

っ
た

こ
と
も

あ

っ
た

。

今

、

50

年

以

上

離

れ

た

故

郷

は
、

母
と
と
も

に
た
だ

そ

こ
に
あ

っ

て
く

れ

る
だ

け

で
有

り
難

い
存

在

で

あ

る
。

た
だ
そ
こ
に
あ
る
だ
け
で

あ
り
が
た
い
故
郷

さわやか喫茶着 物 リメ イク の 会

岩手県

西篠崎 森 優子

着なくなった着物で
洋服や小物づくり

●毎週 金曜日

12月23/30日 ㊡

●10時～15時

●葛西みなみ診療所

５階ホール

●参加無料

お昼持参。

カ ラ オ ケ お 楽 し み 会小物作りサークル

季節に合わせた小

物を作りましょう

●今月は

12月12日（月）

13時～16時

●参加費：700円

●新小岩診療所

３階会議室

手芸サークル

●毎月第1・2・3

水曜日

13時～16時

●葛西みなみ診療所

５階ホール

●参加無料で すが

作品の実費が 必

要です。

一之江センター

毎週火・水・木10時～15時

みなさんの来所をお待ちし

ています。

●一之江ハーモラス
第２(土)14～16時

●小物作り
火/水/木 10～15時

●男の時間（木彫り）
第1・3(水)11～15時

●場所:一之江内科４階
12/15まで⊡１/10から

カラ オ ケ好 きな方 、

一緒に歌いまし ょう！

●毎月第４水曜日

13時～
●会場 葛西駅前

「歌広場」

●参加費 1000円

カラオケサークル

西葛西 桑原裕士

★「たくみの里」の散策で、た

またま目にした「須川宿資料

館」に入ってみた。この資料館

は、旧本陣家の上段の間が復元

され、様々な古文書が展示され

ている。上段の間の掛け軸は、

かなり古いものと思い聞いてみ

ると、「鑑定団でいくらもしな

い。昔は、師匠の作を模写する

のが弟子の勉強で、これもその

類のもの。また、江戸時代に写

された源氏物語も価値はないと

のことで山積みになっていた。

古文書は、本陣の記録だけに、

大名行列の人足集めの依頼状も

ある」とのことだった。

関越自動車道は、年に何度も

往復しているが、今回様々な所

を見学し、よい旅行となった。

11

月

23

日

（
水

・

祝
）
午
前

10
時
か
ら
午

後
３
時
ま
で
江
戸
川
社

保
協
主
催
の

「
な
ん
で

も
相
談
会
」
が
、
タ
ワ

ホ
ー
ル
船
堀
３
０
３
会

議
室
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
友
の
会
13
名
を
含

め

40

名
を
超
え
る
ス

タ

ッ
フ
が
相
談

・
宣
伝

等

に
が
ん
ば

り
ま
し

た
。友

の
会
は
船
堀
駅
頭

で

「
な
ん

で
も

相
談

会
」
開
催
の
案
内
チ
ラ

シ
配
布
を
、
５
時
間
に

渡
っ
て
行
い
ま
し
た
。

相
談
者
は

19
人
で
相

談
件
数
は

20

件

で
し

た
。
こ
れ
は
昨
年
を
上

回
る
件
数
で
す
。

個
別
相
談
件
数
は
次

の
通
り
で
す
。
法
律
相

談
５
件
、
生
活
相
談

4

件
、
医
療
相
談

３
件
、

年
金
相
談
２
件
、
介
護

相
談
２
件
、
税
金
相
談

２
件
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
相
談
１
件
、
経
営
相

談
１
件
の
合
計
20
件
で

し
た
。

１
時
間
を
越
え
る
相

談
等
、
昨
年
に
引
き
続

き
切
実
な
相
談
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
の
が
特
徴

で
し
た
。
（高
取
伸
吉
）

相
談
件
数
昨
年
を
上
回
る

「く
ら
し
何
で
も
相
談
会
」
を
開
催

今年もインフルエンザの予防接種を受けて、

元気な冬を過ごしましょう。友の会と連携す

る区内３ヶ所の診療所で利用できます。

予防接種料金 3,780 円のところ 3,402 円で

受けられます。

インフルエンザ予防接種

友の会割引券をご利用ください

社保協

船
堀
駅
前
で
案
内
チ
ラ
シ
の
配
布
に
参
加
し
た
会
員
⇒

友
の
会

旅
行

の
感
想

頭上には藤、足元にはたくさんの

イルミネーションの花々が…

南葛西 神津美鈴

★水上温泉の宴会の後に、ロ

ビーで餅つき大会がありまし

た。小さい子どもたち優先で大

勢の子どもが餅つきをしまし

た。そのお餅をみんなでいただ

きました。おいしかったです。

足利フラワーパークで昼食を

とりながら花を見ました。ここ

のライトアップは世界一との評

判で、イルミネーションで創っ

た藤やバラの花、たくさんの絵

を見て感動しました。

見て～このリンゴおいしそう！

クリスマスリース

南葛西 正木千恵
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友
の
会
広
場

俳
句

・
川
柳
な
ど
作
品

の
寄
稿
は
毎
月
20
日
ま
で

に
Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
で
お
届
け

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

友
の
会
だ
よ
り
編
集
部

▼

俳
句

江

戸
川

長
沢

常

良

星

一
つ
関
東

平
野
冬

に
入

る

秋

寒

の

い

っ
き
に
来

た
り

下
今

井

日

の
丸

の
小

旗
が
バ

ス
に
文
化

の
日

西

一
之

江

永

井

嶽

夕

照

に
墳
墓

の
影
や
冬

に
入
る

せ
き
し
ょ
う

潮

流

の
渦

の
遠
き
に
枯
木

立

つ

年

の
果

長
き

を
謝
し

て
筆

を
擱

く

は
て

お

三
郷
市

石
塚

ふ
さ

子

こ
お
ろ

ぎ

の
鳴
く
裏

道
や

風
呂

帰
り

数

し
れ

ぬ
柿

の
重
さ

や
青

い
空

壮

大
に
沈
む

太
陽
茜

雲

▼
川
柳

清

新

町

石

川

優

不
満

な
ら
ど

う
ぞ

米
軍

お
帰
り
を

惜
敗

で
ご
ね

る

つ
も
り

が
勝

っ
ち

ゃ
た

温
暖

化
秋
痩

せ
細

る

四
季

の
国

南

葛

西

小

宮
山
鑑

二

鬼
十

訓
美

人

を
殺

す
お
前
オ

ニ

Ｔ
Ｐ

Ｐ
ト
ラ

ン
プ

反
対

何
故
急

ぐ

東

葛

西

新

真

世
界
に
名
立
た
る
ト
ラ
ン
プ

へ
安
倍
ん
ち
ゃ
ら

年
賀

状

「
し

か
け

」
ば

か
り
で
暮
れ

残
る

横
田
に
オ
ス
プ
レ
イ
は
い
ら
な
い

ー
11
・
23
大
集
会
に
参
加
し
て
ー

二
之
江

小
林

功

「
オ

ス
プ
レ
イ
を
東
京

・
横
田
に

配
備
さ
せ
な
い
」
を
掲
げ
た

11
・
23

大
集
会
に
行

っ
て
き
た
。
遠
く
に
奥

多
摩
の
山
々
が
見
え
る
福
生
の
奥
多

摩
中
央
公
園
。
ひ
ろ
び
ろ
し
た
会
場

に
は
５
千
人
が
集
ま
っ
た
。

横
田
基
地
は
米
空
軍
と
航
空
自
衛

隊
が
共
同
使
用
し
て
い
る
。
周
辺
に

は
51
万
人
が
住
み
、
３
キ
ロ
以
内
に

小

・
中

・
高
校
が

35
校
、
90
以
上
の

公
共
施
設
が
あ
る
。
基
地
公
害
訴
訟

団
体
代
表
の
話
で
は

「
米
軍
機
の
飛

行
回
数
は
年
間
１
万
５
千
回
、
１
時

間
に

20

回
飛
行
も
常
態
化
し
て
い

る
」
と
い
う
。
日
夜
爆
音
が
襲
い
か

か
り
、
教
育

・
医
療

・
日
常
生
活
の

環
境
が
破
壊
さ
れ
て
い
る
の
は
耐
え

難
い
の
も
の
に
違
い
な
い
。
か
つ
て

は
墜
落
事
故
も
あ
り
、
今
も
恐
怖
に

さ
ら
さ
れ
て
い
る
。
オ
ス
プ
レ
イ
配

備
な
ど
言
語
道
断
だ
。

参
議
院
議
員
の
小
池
晃
さ
ん
は

「
オ
ス
プ
レ
イ
の
横
田
配
備
は
沖
縄

そ
の
他
の
米
軍
基
地
の
機
能
強
化
と

一
体
の
も
の
で
あ
り
、
首
都
東
京
に

特
殊
作
戦
の

一
大
拠
点
が
お
か
れ
る

こ
と
に
な
る
」
と
配
備
の
狙
い
を
指

摘
し
た
。

オ
ス
プ
レ
イ
問
題
を
抱
え
る
長
野

や
千
葉
か
ら
の
発
言
も
あ
り
、
集
会

後
は
ア
ピ
ー
ル
行
進
。
「
日
本

の
ど

こ
に
も
、
横
田
に
も
オ
ス
プ
レ
イ
は

い
ら
な
い
！
」
の
コ
ー
ル
で
約
１
時

間
街
中
を
行
進
し
た
。
基
地
の
塀
に

対
面
し
て
店
が
並
ん
で
い
た
が
、
看

板
は
す
べ
て
英
語
で
建
物
も
色
彩
も

ま
る
で
ア
メ
リ
カ
だ

っ
た
。
60

年

代
、
横
田
基
地
を
包
囲
し
た

10
万
人

集
会
を
思
い
出
し
て
い
た
。

⃌
短
歌

西
瑞

江

豊

田

育
子

江
戸

名
所

広
重

の
図
絵

に
重

ね

み
る

永
代

橋

の
ゆ
る

き
曲
線

競
り
売

り

の
呼
び

合
う
声

の
築
地
な

る
昼

の
魚

河
岸

し
づ
ま

り
て

を
り

に
ん
げ
ん

の
描
き

始
め

は

い

つ
の
世

か

こ

の
洞
窟

に

マ
ン
モ

ス
の
か
た

ち

二
世

帯

の
棲

み
處

に
わ

れ
を

救
ふ
も

の
狼

真
似

る
子

の
叫
び

声

エッセイ

「戦争させない！江戸川総がかり行動実行委員会」主

催の集会が、11 月 13 日、船堀スポーツ公園で開か

れ、２００人を越える市民が参加しました。

集会では、「戦争させない江戸川の会」「フェイス

ブック憲法九条の会」「清新町九条の会」などからの発

言。どの団体からも、実質的には内戦状態の南スーダ

ンへ駆け付け警護という新任務を付与し、自衛隊を派

遣することは、平和憲法を根底から壊すものであると

いう発言が続きました。

集会の後、船堀小前までパレード。「戦争禁じる憲法

守れ！」「南スーダン戦場だ！」「送るな自衛隊戦場

に！」「野党は共闘！」「市民は共闘！」とコールして

街の人々に訴えました。

最後に船堀駅前で市民と野党共同の街頭演説が開か

れました。共産党からは宮本徹衆院議員、都議会議

員、区議会議員団、民進党からは初鹿明博衆院議員、

生活者ネットから区議会議員、「解釈で憲法９条壊す

な！実行委員会」や元江戸川区労協議長からの訴え、

自由党や社民党からはメッセージが寄せられました。

今、南スーダンはＰＫＯ派遣の前提となる「停戦合

意」が崩れた、まさに戦闘現場。政府は「首都は平

穏」「戦闘でなく衝突だ」「安全」というけれども、ど

こで銃撃されるかわからない状況だそうです。訴えを

聴けば聴くほど、自衛隊員を危険にさらす危機感をい

だきました。

11・13 江戸川集会には、区内で行動している市民や

団体が多数参加し、市民と野党の共闘の前進を実感し

た集会でした。

11 月 16 日に内閣は「駆け付け警護」の任務の付与

を閣議決定しました。自衛隊が戦地で「殺したり殺さ

れたり」する事態とならないよう、閣議決定を撤回

し、南スーダンから自衛隊を撤退させるために、市民

と野党の共闘をさらに大きくしていかねばと思いまし

た。

自衛隊を南スーダンの戦場に送るな

戦争法廃止 憲法を壊すな

11⊡13 江戸川集会に参加
清新町 山口 とよ子

街の人に訴えながらパレード

江
戸
川
健
康
友

の
会

は
、
10
月
か
ら

「仲
間
づ

く
り
月
間
」
を
設
け
て
、

会
員
を
ふ
や
す
活
動
に
と

り
く
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
に
目
標
の
30
％
ま

で
到
達
し
て
い
ま
す
が
、

12
月
末
の
期
限
ま
で
に
は

目
標
達
成
し
よ
う
と
、
幹

事
会
を
中
心
に
と
り
く
み

を
強
め
て
い
ま
す
。

と
く
に
、
毎
週
開
催
し

て
い
る
食
事
会
や
着
物
リ

メ
イ
ク
、
健
康
体
操
、
小

物
づ
く
り
な
ど
の
サ
ー
ク

ル
活
動
へ
の
参
加
を
呼
び

か
け
て
入
会
者
を
ふ
や
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
日
頃

か
ら
連
携
し
て
い
る
区
内

三
ヶ
所
の
診
療
所

（葛
西

み
な
み
、
新
小
岩
、

一
之

江
）
の
待
合
室
で
、
「友

の
会
の
入
会
案
内
」
を
訪

れ
る
患
者
さ
ん
に
渡
し
な

が
ら
、
各
種
の
署
名
の
お

願
い
や
入
会
を
呼
び
か
け

て
い
ま
す
。

11
月
４
日
に
は
、
大
工

さ
ん
や
左
官
な
ど
の
職
人

の
組
合
、
東
京
土
建
江
戸

川
支
部
の
執
行
委
員
会
で

健
康
友
の
会
に
つ
い
て
説

明
し
、
「仲
間
づ
く
り
月

間
」
へ
の
協
力
を
訴
え
た

と
こ
ろ
、
２
人
の
方
が
入

会
さ
れ
ま
し
た
。

サ
ー
ク
ル
活
動
で
増
え
る
会
員

「
仲
間
づ
く
り
月
間
」
目
標
へ
向
け
て手芸サークルの作品を飾りつけた入会案内

コーナーで、患者さんへ声かけをする友の

会幹事（葛西みなみ診療所待合室で）

横文字が続く

街中を行進
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東
京
大
気
汚
染
公
害
裁
判

か
ら
９
年
目

東
京
の
大
気
汚
染
公
害
被
害

者〚

（ぜ
ん
息

・
慢
性
気
管
支

炎

・
肺
気
腫
）
が
、
大
気
汚
染

を
な
く
し
、
損
害
賠
償
と
被
害

者
の
全
面
救
済
を
求
め
た
裁
判

を

11
年
間
た
た
か
い
、
東
京
高

裁
で
勝
利
的
和
解
を
し
て
か
ら

９
年
が
経
ち
ま
し
た
。

国
に
制
度
を
作
ら
せ
る
こ
と

が

で
き

ま

せ
ん

で
し

た
が

、

国

・
都

・
自
動
車
メ
ー
カ
ー

・

道
路
公
団
に
資
金
拠
出
さ
せ
、

年
齢
制
限
な
く
東
京
全
域
の
ぜ

ん
息
患
者
の
医
療
費
自
己
負
担

な
し
の

「東
京
都
大
気
汚
染
医

療
費
助
成
制
度
」
を
作
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
道
路

公
害
を
な
く
す
た
め
の
定
期
協

議
を
患
者
と
国

・
都

・
道
路
公

団
で
行
う
こ
と
、
Ｐ
Ｍ
2.5

の
基

準
を
作
ら
せ
る
こ
と
を
国
に
約

束
さ
せ
ま
し
た
。
こ

の
裁
判

は
、
公
害
認
定
患
者
と

補
償
の
な
い
患
者
が
、

「東
京
に
あ
お
ぞ
ら
を
」

と
訴
え

一
緒
に
た
た
か

い
、
多
く
の
方
の
支
援

で
勝
利
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

メ
ー
カ
ー
の
環
境
に

対
す

る
姿

勢

は

変

わ
っ
た
の
か

排
気
ガ
ス
公
害
を
訴

え
裁
判
を
闘
う
ま
で
は
、
自
動

車
メ
ー
カ
ー
は

「低
燃
費
」
を

売
り
物
に
し

た
デ

ィ
ー
ゼ
ル

カ
ー
を
売
り
ま
く
り
、
利
益
を

上
げ
て
い
ま
し
た
。
市
民
の
健

康
問
題
な
ど
を
考
慮
し
た
排
ガ

ス
対
策
な
ど
考
え
て
お
ら
ず
、

規
制
さ
れ
る
ま
で
は
空
が
曇
る

ほ
ど
の
排
煙
を
出
し
続
け
た
鉄

鋼

・
電
気
産
業
の
姿
勢
と
同
じ

で
す
。

い
ま
、
低
燃
費
の
ク
リ
ー
ン

デ

ィ
ー
ゼ
ル
自
動
車
が
人
気
で

す
。
し
か
し
、
排
ガ
ス
処
理
装

置
や

エ
ン
ジ

ン
保
護

の
名
目

で
、
規
制
値
を
超
え
る
排
ガ
ス

を
出
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
て
い
ま
す
。

新
規
の
認
定
打
ち
切
り
で
子

ど
も
の
認
定
患
者
が
減
少

い
ま
、
全
国
に
ぜ
ん
息
な
ど
の

患
者
は
２
０
０
万
人
以
上
い
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
東
京
で

は
昨
年
３
月
で
18
才
以
上
の
新

規
認
定
が
打
ち
切
ら
れ
、
ピ
ー

ク
で
９
万
人
の
認
定
患
者
が

8

万
５
千
人
に
減

っ
て
き
て
い
ま

す
。
し
か
も
子
ど
も
た
ち
は
、

18
才
を
過
ぎ
る
と
認
定
が
切
ら

れ
て
し
ま
い
、
毎
月
１
０
０
人

か
ら
２
０
０
人
の
減
少
を
続
け

て
い
ま
す
。
都
の
制
度
改
悪
が

決
ま

っ
て
か
ら
、
患
者
会
は
医

療

機
関
や
薬
局
の
協
力

を
得

て
、
認
定
申
請
を
呼
び
か
け
る

運
動
に
取
り
組
み
、
そ
の
か
い

も
あ
り
、
昨
年
３
月
末
の
締
め

切
り
に
間
に
合

っ
た
方
が
約
７

０
０
人
に
上
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
そ
の
後
も
申
請
ポ
ス
タ
ー

を
見
た
人
か
ら

「
ど
う
に
か
な

ら
な
い
か
」
と
い
う
電
話
が
あ

り
、
高
額
の
医
療
費
に
苦
し
む

多
く
の
人
が
い
ま
す
。

す
べ
て
の
公
害
患
者
の
救
済
を

医
療
費
助
成
求
め
て
署
名
運
動

国
は
１
９
８
８
年

「
大
気
汚

染

公
害
は
終
わ

っ
た
」
と
し

て
、
公
害
健
康
被
害
補
償
の
指

定
地
域
解
除

（新
規
認
定
打
ち

切
り
）
を
行
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
自
動
車
排
ガ
ス
に
よ
る
被

害
は
終
わ
る
こ
と
な
く
、
今
な

お

患
者
は
増
え
続
け
て

い
ま

す
。大

気
汚
染
訴
訟
で
被
害
が
認

め
ら
れ
た
川
崎
市
や
東
京
都
の

ぜ
ん
息
患
者
に
医
療
費
助
成
制

度
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
医
療

費
助
成
に
よ
り
症
状
が
改
善

し
、
社
会
生
活
が
取
り
戻
せ
た

患
者
が
約
10
万
人
に
達
し
ま
し

た
が
、
東
京
都
は
財
源
を
理
由

に
２
０
１
５
年
３
月
新
規
認
定

を
終
了
さ
せ
ま
し
た
。

全
国
公
害
患
者
の
会
連
合
会

は
、
自
動
車
排
ガ
ス
に
よ
る
大

気
汚
染
の
根
本
的
な
原
因
は
、

国
の
規
制
が
遅
れ
た
こ
と
に
あ

る
、
と
し
て

「大
気
汚
染
に
よ

る
ぜ
ん
息
等
の
患
者
の
医
療
費

助
成
」
を
求
め
る
署
名
運
動
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

衆

・
参
両
院
議
長
宛
の
請
願

内
容
は
、
①
ぜ
ん
息

・
慢
性
気

管
支
炎

・
肺
気
腫
に
苦
し
む
、

い
ま
だ
に
救
済
を
受
け
て
い
な

い
患
者
の
た
め
に
、
大
気
汚
染

医
療
費
助
成
制
度
を
創
設
す
る

こ
と
②
自
動
車
排
ガ
ス
に
よ
る

大
気
汚
染
の
改
善
、
と
り
わ
け

Ｐ
Ｍ
2.5

の
測
定
と
対
策
を
早
急

に
取
り
組
む
こ
と
の
二
項
目
と

な
っ
て
い
ま
す
。

（黒
木
武
義
）

２７

どこの処方箋でもお受けいたします

なぎさ薬局では、おくすり手帳をお渡しして

おります。みなさんが飲んだり、使ったりしてい

るお薬の記録を残すためのものです。この手

帳があれば、

◆医師・薬剤師が、どのような薬をどのくらいの

期間使用しているかを知ることができます。

◆医師・薬剤師が、同じ薬が重なっていないか、

よくない飲み合わせではないかをチェックで

きます。おくすり手帳は、

お薬を有効に、安全に使用

していただく手助けにな

るのです。

なぎさ薬局
T E L0 3 - 56 7 9 - 71 3 7／ FA X 03 - 5 67 9 - 7 13 8

Ｑ：薬はいつまで使えますか？

Ａ：病院で処方する薬は、現在の症状や病気の状態に合わ

せ、個人用に考えられています。「似たような症状だ

から飲んでも大丈夫」というわけにはいきません。で

きるだけ、その時に飲みきってください。

また 、病気が治 ったり薬が変 更になった りして、

薬が余ることがあります。新しい薬と間違って服用

したり、子どもが誤って飲んだりすると大変危険で

す。早めに処分しましょう。

一方、市販薬の保存期間は６カ月～３年。多くの

場 合、外 箱に 使用 期限が 記載 され てい ます。 しか

し、これは未開封の状態で適正に保管された場合で

す。一度開封すると変質することがあるので、開封

して半年が過ぎたら使用しない方が良いでしょう。

Ｑ：目薬はいつまで使ってよいでしょうか？保存方法は？

Ａ ：医療用目薬は、使用期限が記載されています。しか

し、市販薬と同様に、未開封が条件です。一度開封し

た目薬は、１カ月で使い切るか、余ったものは処分す

るとよいでしょう。なお、ほとんどの医療用目薬は、

１日２回使用して１本を１カ月で使い切るよう調整さ

れています。

市販の目薬は、３カ月で使い切るか、余ったもの

は処分することをお勧めします。

医療用も市販品も、使用するときは目薬の先端部

分に触れ ないようにしてくだ さい。触れた部分 が、

ばい菌で汚染される可能性があります。使用前には

必ず、目薬の色の変化や浮遊物などに注意してくだ

さい。

保存方法は目薬によって異なりますが、通常は光

が当たらない所に、室温（１～３０度）で保存して

ください。冷蔵庫に保管すればよいでしょう。ただ

し冷 蔵庫 の場合 は、凍 らせ ないよ うにし てく ださ

い。送風口の近くに置くのは避けた方が良いでしょ

う。

まとめ

・薬の使用期限は、未開封の状態での期限です。

・医療機関で処方された薬は、その時に使い切るか、余っ

た場合は、処分しましょう。

・市販薬は、開封後半年を目途に処分しましょう。

・湿気・温度・光に弱いものが多いので、保管には十分に

気をつけましょう。

・困ったときは、薬剤師に相談してください。

機関誌「いつでも元気」より転載

編
集
後
記

12
月
号
の

「
友
の
会
だ
よ
り
」
を
作
っ

て
い
て
、
も
う
今
年
も
お
わ
り
か
～
と

思
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

一
年
が
早
い
と

感
じ
る

「ジ
ャ
ネ
の
法
則
」
、
時
間
の

長
さ
は
年
齢
に
反
比
例
す
る
と
い
う
心

理
学
で
す
が
、
同
感
の
方
も
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
▼
ま
た
新
鮮
な
体

験
が
少
な
い
と
時
間
が
は
や
く
感
じ
る

と
か
。
心
拍
数
の
多
い
子
ど
も
は
１
分

を
５
分
と
感
じ
、
70
代
以
上
は

10
分

を
５
分
と
感
じ
て
し
ま
う
と
い
う
と
い

う
実
験
も
あ
る
そ
う
で
す
▼
過
去
を
振

り
返

っ
た
時
の
感
じ
方
な
の
で
、

一

日
、

一
週
間
、
ひ
と
月
の
ル
ー
テ
ィ
ー

ン
で
生
活
し
て
い
る
と
記
憶
の
上
書
き

が
さ
れ
短
く
感
じ
て
し
ま
う
と
い
う
の

は
納
得
で
す
。
ま
さ
し
く
私
の
生
活
パ

タ
ー
ン
で
す
▼
で
も
好
き
な
こ
と
に
夢

中
に
な

っ
て
い
る
と
時
間
が
短
く
感

じ
、
辛
く
て
い
や
な
こ
と
を
し
て
い
る

時
は
時
間
が
長
く
感
じ
ま
す
よ
ね
。
だ

か
ら
楽
し
い

一
年
だ

っ
た
と
思
う
こ
と

に
し
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
は
ど
ん
な

一

年
で
し
た
か
？

（森
岡
）

役立つ健康メモ 45 薬の話⑬

薬の使用期限

す
べ
て
の
公
害
患
者
救
済
を

署
名
運
動
を
広
げ
ま
し
ょ
う

江戸川健康友の会は、11月17日、江戸川大気
汚染をなくす会と共に区内の労組・民主団体

に署名促進の協力要請行動を行いました。
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新小岩診療所・診療案内
江戸川区松島4-27-2 電話０３－３６５１－２９４４

葛西みなみ診療所・診療案内
江戸川区南葛西2-12-1 かさい保健医療福祉ビル２Ｆ 電話０３－５６７９－７１４４

一之江内科クリニック・診療案内

江戸川区一之江3-2-35 一之江ＴＩＡビル２Ｆ 電話０３－３６５６－６６８８

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～12時30分

松村所長 和泉祐一 松村所長

注②
診療受付
10:30～
12:30

内科診療

関口康宣

第1.3.5
松村所長
第2.4

工藤恵子

午後
14時～16時30分

注①
予約外来
松村所長

注①
予約外来
松村所長

休診
（訪問診察）

注①
予約外来
松村所長

当面休診 休診

夜間
18時～19時30分

休診 松村所長 休診 松村所長 休診 休診

受付時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～

12時30分

田村倫朗
(内科)

田村倫朗
(内科)

佐藤 望
(内科・神経内科) 田村倫朗

(健康診断)

田村倫朗

(内科)
恩田圭司
(整形外科)

吉川俊治
第1.3(内科)
江花有亮

第2.4.5(内科)

午後
14時～16時

田村倫朗
(内科)
福島 琢
(訪問診療)

外来休診

田村倫朗
(訪問診療)

大内修司
(内科・糖尿病)

佐野裕之
(訪問診療)

田村倫朗
(内科)

外来休診

休診田村倫朗
(訪問診療)

夜間
18時～20時

休診
田村倫朗
(内科)

大倉哲朗
(内科外科)

休診
田村倫朗
(内科)

休診

安心して住みつづけられるまちづくりをめざして

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～12時

高野所長 高野所長 高野所長 高野所長 松村 元田

午後
14時～17時

高野所長 高野所長
訪問診療

高野所長
訪問診療

休診
高野 小川

夜間
17時～18時30分

休診 高野所長 休診 高野所長 休診 休診

セブンイレブン

釣
具
上
州
屋

←公園

葛
西
み
な
み
高
校
入
口

環
七
通
り

↑

バスターミナル

平
和
橋
通
り

新
小
岩

一
丁
目

バ
ス
停

ル
ミ
エ
ー
ル
商
店
街

松島通り

浦安方面→

市川方面→

11
月
13
～
14
日
江
戸
川
健
康

友
の
会
は
、
恒
例
の
秋
の

一
拍

旅
行
、
群
馬
の
水
上
温
泉
へ
、

「
諏
訪
峡

の
紅
葉

・
リ
ン
ゴ
狩

り
バ
ス
の
旅
」
を
行
い
ま
し
た
。

中
高
年
総
勢
37
人
の
参
加
で
す
。

そ
の
日
は
雲

一
つ
な
い
穏
や

か
な
秋
晴
れ
、
絶
好
の
行
楽
日

和
、
晴
れ
男
晴
れ
女
が
多
か

っ

た
よ
う
で
す
。

バ
ス
は
赤
城
山
の
す
そ
野
の

広
々
と
し
た
、
こ
ん
に
ゃ
く
畑

や
ネ
ギ
畑
を
車
窓
に
見
て
、
原

田
農
園
へ
到
着
。
そ
こ
で
山
菜

三
昧
の
昼
食
を
と
り
、
そ
こ
に

広
が
る
東
京
ド
ー
ム
約
70
個
分

の
広
さ
の

「匠
の
里
」
を
散
策
、

陶
芸
、
木
工
、
竹
細
工
、
ガ
ラ

ス
細
工
と
様
々
な
手
作
り
の
工

房
が
あ
り
、
ま
さ
に
匠
の
技
が

見
れ
ま
し
た
。
次
に
寄

っ
た
の

は
、
「
月
夜
野
び
ー
ど
ろ
パ
ー

ク
」
、
そ
の
美
し
い
グ
ラ
ス
ア
ー

ト
は
ど
れ
も
人
々
を
魅
了
す
る

も
の
ば
か
り
で
し
た
。
私
も
リ
ー

ズ
ナ
ブ
ル
な
グ
ラ
ス
二
個
を
土

産
に
買
い
ま
し
た
。
今
度
来
る

と
き
は
、
く
る
く
る
と
回
し
て

自
作
品
を
と
思
い
ま
し
た
。

そ
こ
か
ら
バ
ス
は
、

一
路
水

上
温
泉
ホ
テ
ル
聚
楽
へ
。
ま
ず

は
ゆ
っ
た
り
と
温
泉
に
つ
か
り

汗
を
流
し
て
か
ら
、
お
待
ち
か

ね
の
夕
食
と
宴
会
で
す
。
宴
会

で
は
渡
部
周
次
郎
さ
ん
の
尺
八

の
演
奏
と
民
謡
、
そ
し
て
西
村

と
も
み
さ
ん
に
よ
る
み
ご
と
な

南
京
玉
簾
を
披
露
し
て
頂
き
ま

し
た
。
そ
し
て
皆
で
楽
し
く
炭

鉱
節
を
踊
り
カ
ラ
オ
ケ
で
無
事

終
了
し
ま
し
た
。

次
の
日
は
、
も
み
じ
狩
り
か

ら
で
す
。
諏
方
峡
は
水
上
渓
谷

の
下
流
に
あ
る
水
上
温
泉
を
代

表
す
る
景
勝
地
で
、
渓
谷
に
沿
っ

て
遊
歩
道
が
整
備
さ
れ
て
い
て

手
軽
に
紅
葉
を
楽
し
む
事
が
出

来
ま
し
た
。

ま
る
ひ
ろ
農
園
で
は
蜜
入
り

の
甘
い
リ
ン
ゴ
を
腹
い
っ
ぱ
い

食
べ
、
大
き
な
り
ん
ご
3
個
を

土
産
に
も
ら
い
ま
し
た
。
最
後

は
冬
季
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と

5
月
こ
ろ
の
壮
麗
な
藤
棚
で
有

名
な
足
利
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
で

の
昼
食
と
お
土
産
を
買
っ
て
帰

路
に
つ
き
ま
し
た
。

国
定
忠
治
、
そ
し
て
か
か
あ

天
下
と
空
っ
風
し
か
知
ら
な
か
っ

た
私
は
、
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
バ
ス

ガ
イ
ド
さ
ん
の
説
明
に
大
い
に

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

（久
高
美
枝
子
）

᷾
４
、
５
面
に
続
く

注① 月・火・木の午後は予約外来となっていますが、ご予約のない方も受診
いただけます。（予約優先）

注② 木曜日9:00～10:30は健康診断専用時間です。

内科受診の希望者は10:30～12:30の間にお越しください。

あざやかな紅葉の前で（カラーでお見せできないのが残念です）

水
上
温
泉
へ

友
の
会
旅
行

パーマ→

葛西駅

か
さ
い
保
健
医
療
福
祉
ビ
ル
２
Ｆ

葛
西
み
な
み
診
療
所
劀

新
小
岩
診
療
所

交
番

環
七
通
り

一之江ＴＩＡビル２Ｆ

一之江内科クリニック
↓

今
井
街道

本八幡方面→

ローソン↓

新小岩駅

一之江駅


